
TAG & RELEASE
タグ＆リリース 魚と釣りの明日のために……JGFAのアクション

日本では、水産試験場などの研究機関が魚の標識放流を実施してい
ますが、その力点は水産資源として価値の高い食用魚に限られるのが
現状です。そこで、釣り人が実践するキャッチ＆リリースを釣りの科学
のために役立てよう、大きな研究機関が見過ごしがちなゲームフィッ
シュの移動や成長を、釣り人のイニシアチブにより調べてみようという
ことで立ち上がったのが、JGFA のタグ＆リリース・プログラムです。
1985年のスタート当初は、関係機関からタグの供給を受けて指導を
仰いでおりましたが、現在はタグの調達から装着、研究結果の公表ま
でを独自に行っております。これまでに90魚種、180,083尾の魚が標
識を取り付けて再放流され、40魚種2,764尾が再捕されています。な
かでもスズキの実績（125,667尾のリリース、1,454尾の再捕）が突出
しており、集積したデータにより未知の生態があきらかになるなど、第
一級の資料として評価されています。

In our country the fish tagging practices had been mostly limited 
to species that are commercially important.  JGFA launched its 
own initiative to fill the void in 1985.  Initially it sought advice from 
research labs and governmental agencies, but it operates on its own 
from tag procurement, installation, data collection and publication of 
the result.

JGFAタグ＆リリース・プログラム　放流・再捕実績（1985年10月～2021年12月）
Fish Tagged and Recaptured under JGFA T&R Program,1985-2021

アングラーが参加できる科学への楽しい貢献

1　TBFタグ（カジキ専用）
2　アンカー式スパゲッティタグ（スズキなど5kg以下の魚用）
3　ダートタグS（小型回遊魚、磯魚など。5～10kg程度の魚用）

①

③

②

タグ＆リリースの意義、目的、方法、報告のし
かた、過去の再捕実績などがまとめられて
います。JGFA会員全員に配布されています

（B5版）



再捕記録（2021年度分のみ）　

RECAPTURES OF TAGGED FISH IN 2021
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■図-1
東京湾におけるスズキ標識魚の移動経路
1985-2021年（抜粋）
Fig-1 Movements of recaptured Suzuki, 
Lateolabrax japonicus in Tokyo Bay, 1985-2021.

■図-2
大阪湾におけるスズキ標識魚の移動経路
1989-2021年（抜粋）
Fig-2 Movements of recaptured Suzuki, 
Lateolabrax japonicus in Osaka Bay, 1989-2021.

■図-4
千葉県大原沖および茨城県鹿島沖で標識放流された
ヒラマサの移動経路 (2012-2021年）

［カコミに入った数字はヒラマサの累積採捕No.］

■図-3
太平洋岸で再捕されたヒラスズキの移動経路 (1992 - 2022年）

■図-5
長距離を移動したブリのみかけの移動経路(2001-2021年）

［カコミに入った数字はブリの累積採捕No.］


